
　この連載では基本的には，自社でマイコンなりSoC
を開発している（いた）ベンダに着目し，それらのマイ
コンやSoCのCPUがどのように収束されていったの
かを記しています．
　Arm CPUは本来，英国にあるArm社によってアー
キテクチャが設計され，半導体ベンダ各社はArm社
から設計データの提供を受けて実チップを製造します．
しかしアーキテクチャ・ライセンスを取得したベンダ
は，命令セットに互換性をもたせつつ，独自にArmア
ーキテクチャのプロセッサを設計/製造することがで
きます．
　今回は，そのようなArm本家以外が設計したArm
アーキテクチャの系譜についてまとめてみます（図1）．

元祖高性能Armプロセッサ
StrongARMの系譜

● 当時最速のプロセッサDEC Alpha
　独自設計Armの流れをたどると，ディジタル・イ
クイップメント（DEC）社のStrongARMに，さらに遡
るとDEC Alphaに行きつくでしょう．
　DECの創立は1957年で，ミニコンやPCのメーカ
として有名でした．日本では，とくにUNIXマシンで
あるVAX−11/780のメーカとして知られています．
DECは自社のミニコン向けに，microVAX，CVAX，
NVAXというCPUがありましたが，これらのCPUの
性能は，（当時のワークステーションで広く採用され
て い た ）モ ト ロ ー ラ の MC68030，SUN の SPARC，
MIPSのR3000に太刀打ちできるものではありません
でした．そこでDECは，VAXユーザをよりハイエン
ドへと導くため，1989年の中頃から新プロセッサの
開発を始めました．それがAlpha AXPというアーキ
テクチャに準拠したRISCプロセッサAlphaです．
　 最 初 の Alpha21064 は， ク ロ ッ ク 動 作 周 波 数 が
200 MHzという，当時としては信じられない高速動
作を実現し，最高速のプロセッサとしてギネスブック
に も 掲 載 さ れ ま し た．Alpha は 21164（600 MHz），
21264（700 MHz）と改良が続けられていきましたが，

連載

「ほとんど誰も欲しがらない最先端技術」の典型と揶
揄されながらも，1999年には量産チップとして初め
て1 GHz動作を達成しました．そして，その後も開発
が続いていく予定でしたが，開発は順調に（？）遅れて
しまいました．

● コンパックによる買収とAlphaの終焉
　そのさなかの1998年，DECはコンパックに買収さ
れてしまいました．コンパックはx86の大口顧客とし
て有名でしたが，Alphaは自社製のワークステーショ
ンへの応用を見込んでいました．従来のMIPS製品を
Alpha21264で置き換える計画だったといいます．
　さらに，そのコンパックは2001年に，Alphaを搭
載する世界初の1 GHz動作のサーバを発表するととも
に，インテルとの提携を発表しました．これは，
Alphaプロセッサの開発中止と，同社のサーバのプロ
セッサをインテルのIA−64（Itanium）に移行すること
を意味します．
　ただし，顧客がいる関係上，Alphaサーバの2008
年までの開発と2013年までのサポートは継続すると
していました．これによって，インテルはAlphaの知
的資産を獲得するとともに，同社のItaniumに対する
直接的な脅威を消し去ることに成功しました．コンパ
ックは「AlphaのエッセンスはItaniumの中で生き続
ける」と表明しましたが，Alphaアーキテクチャは事
実上の終焉を迎えました．

● 高性能Armの代名詞StrongARM
　ワークステーションのCPUとしてDECはAlphaを
もっていたのですが，組み込み用としてはArmと共
同開発した，StrongARMというCPUを有していまし
た．これは，1990年代にArm社のIPビジネスが立ち
上がり，そこでのDECとの契約のなかで生まれたも
のです．StrongARMの命令セットはARMv4に属し，
Arm の純正品としては Arm9 系の ARM926EJ−S や
ARM946E−Sと競合していました．Armの純正品の
動作周波数が100 MHz程度だった時代，StrongARM
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え？ここって買収されたの？
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